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国立感染症研究所で再び
検査→陽性

し
た
人
が
エ
ッ
ク
ス

叩
炎
と
診
断
さ
れ
た

旱
症
で
な
く
て
も
保

談
す
る
よ
う
医
療
機

。
な
ど
対
策
を
強
化

で
は
“
人
が
こ
の
ウ

ぶ
る
肺
炎
と
診
断
さ

上
人
が
死
亡
。
多
く

壷
で
働
く
人
と
客
だ

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

ｐ
に
新
型
の
コ
ロ
ナ

と
認
定
し
た
。

０
一
一

束
を
一

夷
き
だ
。

ほ
、
家
族
間
で
の

目
定
で
き
な
い
事
例

今
回
の
患
者
も
武

の
滞
在
歴
は
あ
る

言
が
集
中
し
た
市
内

叩
場
に
は
立
ち
寄
つ

い
と
い
い
、
限
定
的

国内で初の感染者と厚労
省が発表

四
国
電
力
は
蝿
日
、
伊
方
原

発
８
号
機
（
伊
方
町
）
の
定
期

検
査
で
、
使
用
済
み
と
な
っ
た

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
・
ウ
ラ
ン
混
合

酸
化
物
（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
）
燃
料
姐
体

を
含
む
燃
料
集
合
体
全
１
５
７

体
を
原
子
炉
か
ら
取
り
出
し
使

用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
に
移
す
作

業
が
完
了
し
た
と
墨
表
し
た
。

伊
方
原
発
は
２
０
１
０
年
８

月
か
ら
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
使
用
し

た
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電
を
実
施

し
て
き
た
。
使
用
済
み
Ｍ
Ｏ
Ｘ

燃
料
が
出
る
の
は
全
国
の
商
用

原
発
で
初
め
て
。
再
処
理
の
見

通
し
が
立
っ
て
お
ら
ず
搬
出
先

が
な
い
た
め
、
当
面
プ
ー
ル
で

管
理
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

｜
使
用
済
み
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
取

携の力 Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
取
り
出
し
完
了
一
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一丸で
4

伊
方
ｓ
号
機
搬
出
先
な
ぐ
、
当
面
管
理

（
儲
國
県
、
医
療
機
関
ネ
ッ
ト
構
築
へ

1－

Ｕ
出
し
完
了
は
蛎
日
午
後
７
時
一

邪
分
。
全
燃
料
の
取
り
出
し
一
元

了
は
鯛
日
午
前
加
時
過
分
だ
っ

た
。
作
業
開
始
前
の
哩
日
に
燃

料
集
合
体
の
制
御
棒
嶋
体
の
う

ち
１
体
を
誤
っ
て
引
き
抜
き
、

取
り
出
し
垂
一
盃
開
始
が
約
塑

時
間
遅
れ
る
と
い
う
異
例
の
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
て
お
り
、
四
電

は
「
今
後
原
因
究
明
を
進
め
る
。

定
検
日
程
へ
の
影
響
は
現
時
点

．
で
は
不
明
」
と
し
た
。

使
用
済
み
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
は
崩

壊
熱
や
放
射
線
量
の
低
下
が
使

用
済
み
ワ
ラ
ン
燃
料
よ
り
遅
い

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
四
電
に

よ
る
と
、
笙
蚕
苧
後
の
鯛
日

一
霜
鑛
難
獺
難

（
１
面
参
照
）
０
１
９
年
に
診
察
に
訪
れ
た
小

全
国
で
悲
惨
な
虐
待
死
が
相
学
生
と
母
親
が
頭
か
ら
離
れ
な

次
ぎ
、
県
内
の
星
重
一
虐
待
の
相
い
。
母
親
は
医
師
と
会
話
す
る

蕊
瑠
羅
禦
霊
鵬
蕊
礫
罵
潅

L

線
量
は
、
笙
一
奇
の
蝿
日
午
後

９
時
と
比
べ
わ
ず
か
に
増
え
た

が
、
四
雷
は
「
鑿
壼
の
範
国

と
し
て
い
る
。

プ
ー
ル
の
水
温
は
蝸
日
午
後

９
時
の
皿
・
４
度
に
対
し
、
鯛

日
午
前
ｎ
時
は
認
。
７
度
。
四

電
に
よ
る
と
、
取
り
出
し
堕
奉

後
は
通
常
の
定
検
時
も
水
温
が

上
昇
す
る
。
海
水
温
や
気
温
に

も
影
響
を
受
け
る
た
め
従
来
の

定
検
時
と
単
純
比
較
は
で
き
な

い
と
し
つ
つ
「
使
用
済
み
Ｍ
Ｏ

Ｘ
燃
料
が
含
ま
れ
る
こ
と
で
特

別
に
水
温
が
高
い
と
は
と
ら
え

て
い
な
い
。
水
温
は
今
後
低
下

し
て
い
く
の
で
安
全
管
理
上
の

問
題
は
な
い
」
と
述
べ
た
。

（
今
西
晋
）

衆
院
選
愛
媛
４
区

出
馬
会
見
延
期

桜
内
氏
が
表
明

次
期
衆
院
選
愛
媛
４
区
へ
の

出
馬
会
見
を
週
内
に
も
行
う
予

定
だ
っ
た
元
衆
院
議
員
の
桜
内

厚
労
省
診
療
実
績
一
部
に
誤
り

雛
霧
轆
蕊
蕊
臨

病
院
の
リ
ス
ト
を
、
一
部
修
正
る
。

す
る
方
向
で
調
整
し
て
い
る
こ
公
立
・
公
的
病
院
と
の
競
合

と
が
鵡
日
、
分
か
っ
た
。
診
療
状
況
が
分
か
る
民
間
病
院
の
診

実
績
デ
ー
タ
を
再
確
認
し
た
結
療
実
績
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
近

果
、
追
加
や
除
外
し
な
け
れ
ば
く
各
謹
垣
府
県
に
提
供
し
、
再

な
ら
な
い
例
が
あ
る
こ
と
が
判
編
に
向
け
た
議
論
を
要
請
す
る
。

明
し
た
。
全
体
で
は
４
２
４
病
厚
労
省
は
、
リ
ス
ト
か
ら
除

院
よ
り
微
増
と
な
る
見
通
し
で
、
外
す
る
場
合
は
希
望
に
応
じ
て

年の県内児童虐待相談件数 病
院
再
編
リ
ス
ト
修
正
へ

１
１

年1101112131415161718
守
蔵
氏
（
別
）
は
焔
日
、
会
見
は

当
面
見
合
わ
せ
る
考
え
を
明
ら

か
に
し
た
。
「
出
馬
の
意
向
は

固
め
て
い
る
が
、
今
は
マ
ス
コ

ミ
向
け
の
出
馬
表
明
よ
り
、
つ

じ
立
ち
や
あ
い
さ
つ
回
り
な
ど

実
質
的
な
活
動
を
優
先
さ
せ
た

い
」
と
述
べ
た
。

｜
桜
内
氏
は
、
４
区
現
職
の
山

’

た
だ
複
数
の
県
内
の
医
師
は

「
虐
待
対
応
は
容
易
で
は
な
い
」

と
明
か
す
。
例
え
ば
外
傷
の
場

合
、
偶
発
的
な
け
が
と
虐
待
の

ど
ち
ら
の
可
能
性
が
高
い
か
は

判
別
し
に
く
い
こ
と
が
多
い
と

露
雛
舗
撫
鎌
瀧

本
公
三

党
Ⅱ
の
娠

明
を
受
樫

た
候
補
一

込
み
、
唇

．
自
己

自
民
党
（

な
ど
と
一

愛
嬢

病
院
名

追
加
す
一

方
向
だ
《

厚
労

１
７
年

を
基
に

ち
、
重

急
性
期

す
る
「

る
１
４

の
う
ち

ど
と
判

名
を
公

自
治

労
省
は

病
院
の

謹
雷

も
つ
奔

重
三

れ
る
。

県
の

こ
－
つ
７

所
の
這

う
と
、

児
相
、 ’


